
 １　いま私は 風の中にいて　青い空と 話をしたよ ２  野に咲いてる 花たちのように いつも気高く 誇っていたい ３　 いま僕らは 愛の中にいて 広い大地を ながめているよ

　　杜の木洩れ陽 楽しく歌ったら 楓のはっぱが ダンスしてた 　　雲のかなたに 夢を語ったら 聞いてた小鳥が ハーモニー 　　まぶしい光に 目を細めてたら 遠くで誰かが エールくれた

　　友達っていいもんだね　みんなで手をつなぎあえる 　　友達っていいもんだね　みんなで手をつなぎあえる 　　友達っていいもんだね　みんなで手をつなぎあえる

　　生きてるって素敵だね　泣いたり笑いあえるよ 　　生きてるって素敵だね　勇気を分かちあえるよ 　　生きてるって素敵だね　ありがとう忘れないよ

１　いま わたしは 風の中に いて 青い空と 杜の 木洩れ日 楽しく
い
る
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